東亜同文書院生による「大旅行誌」を用いた20世紀初頭の寧夏・内蒙古の書誌的研究 ―第8期生「甘粛額爾多斯班記」をもとに― by 高木 秀和





























33 巻＋解説 l 巻）として刊行した 4巻目の『旅
行記念誌j を底本として用いる（3）。
翠5受諾鞍宇野：：：：~ 高木秀和
I 第 8期生による『耐ラ記念誌j と「甘粛額
爾多斯班記j について
第 8期生の米内山庸夫氏がまとめた「第八期生
回想録J （『東亜同文書院大学史j 収） ω によると、



















古・東京に亘るJ (9）と記しているように、 11 班（う
ち 1 班は北京駐在班）が広大な範囲を巡った「大
旅行J であった。




家口、北京というコースを辿り、 11 月 8 日に帰























行記念誌』の 397 ～ 434 頁に収録され、本文と

















［写真 1 ］班員集会写真 (r旅行記念誌j を転載）
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東亜同文書院生による「大旅行誌j を用いた 20 世紀初頭の寧夏・内蒙古の地誌的研究
表 1 「甘粛額爾多斯班j の旅程［明治 43 年（1910 年）］
月日 宿泊・滞在地 月日 宿泊・滞在地 月日 宿泊・滞在地
6 月 28 El 上海発、南京泊 8 月 21 日 経揚郎座主Ti白 10 月 14 日 チューチアチュアン泊
29 B （船中泊） 22 B 七営泊 15 日 張家口着・泊30 ，ヨ 23 日 王家閤庄i自 16 日
7 月 1 日 漢口若・ i自 24 日 宮亭泊 17 日 張家口滞在
2 日 漢陽滞在 25 B 黒王会i自 18 日 北京着・泊
31:1 武昌滞在 26 B 平逮県i白 19 日
4 日 i集口滞在？ 27 日 掌州盤iB 20 日
5 日 駐馬店i自 28 日 恵安盤泊 21 日
6 日 洛陽若・ i白 29 8 石講駅i白 22 日 北京滞在
7EI 治陽滞在？ 30 日 口州藩. i自 23 日8 日 31 日 24 日
9EI 新安県・i自 9 月 1 8 口州滞在 25 日
JO 日 総池県泊 2 日 望河童量t白 26 日
11 日 j電池県滞在 3 日 寧夏府若・泊 27 日
12 H 破石駅付近治 4 日 28 日
13 日 侠州i白 5 日 29 日
14 日 口実？県i白 6 日 30 日
15 日 口郷？県i白 7 日 31 日 天津→営口→大連→旅順等
16 IJ 口口泊 8 日 準夏府滞在 11 月 1 日 を歴訪17 ，王 ~陰県i白 9 日 2 日
18 日 来州i白 10 8 3 日
19 日 ii写？南県i自 11 8 4 日
20 13 （半夜行）、臨溢県i白 12 日 5 日
21 日 臨掻県滞在 13 日 6 日
22 日 西安着・泊 14 日 李剛？盤泊 7 日 大巡発（船中泊）
23 日 15 8 平羅県i白 8 日 上海着
24 日 16 日 石瞬予着. i白
25 El 西安滞在 17 日 石昭電子滞在 （「甘粛額爾多斯班J の記述より作成）26 El 18 日
27 El 19 日 石鳴子滞在、（船中泊）
28 日 20 日 注 1 判読不明な文字は口とし
29 日 成陽i白 21 日 た。
30 日 目豊泉県i白 22 日 注 2 到着目と出発日を除いて
31 日 乾州着. i白 23 日 （船中i自） 2 日以上滞在した場合は、
8 月 i 日 乾州滞在 24 日 まとめて示した。
2 日 永口県i白 25 日
3EI 00州着・泊 26 日 （紛中i自？）、包頭着・泊？
4 日 郷州着 27 日 包頭滞在5 13 長武泊 28 日
6 El i笠州着. i白 29 日？ 薩位脅i自
7 日 i笠州滞在 30 日 三把樹泊
813 白水i白 10 月 1 日 ピクチ－ i白
9 日 平涼府着・泊 28 緑化城着・ i白
10 13 3 日
11 日 平i京府滞在 48 
121:I 5B 緑化成滞在
13 B 瓦亭泊 68 
14 El 岡原行｜着・泊 7 白
15 13 8 日 買代児泊
161:I 98 ターユーシユ一泊
17 日 岡原州滞在 10 日 魁元図i自18 13 11 日 シシャイング泊
19EI 12 日 チャオタオルi白
20 日 13 日 チャンヤン盤泊
287 




出の表 l を再びみてみると、この聞を 45 日かけ
て移動および滞在している。出発・到着・婦院日
も含めて 134 日間をこの「大旅行」に費やしてい
るので、当該区間は全体の 33.6% であり、約 3 分
の 1 の期間である。また、「甘粛額爾多斯班記」
の本文は全部で 38 頁あるが、そのうち当該区間
の記述は 15 頁で、全体の 39.5% である。すなわち、

































































東亜同文書院生による「大旅行誌J を用いた 20 世紀初頭の寧夏・内蒙古の地誌的研究
表2 「甘粛額荷多斯斑J が関心を抱いた事項
地名 地形・自然景観 史跡 土着文化 外来文化 都市経済 日本人 気象その他
福音堂叫西洋
婦人と華服、 ¥!. f/i r•1 、 2 つ
訴事髪、華経の の大街、大規
主人、 40 人以 模な商店の jj!
上の信者、コー 中、漢口・天 滞在中の漬物
ヒーピスケッ 津からやって づくり、醤泊
羊肉のみをll!t/ifする回民、 Bf.っ ト、革開をか 来た出稼ぎの 卒業生波多野 の購入、新鮮
寧夏J{J た裁古人がゆ；う裂古の歌『悲 ぷり i須髪は短 小商人、テン 氏、玉爺府に な淡汁水魚叫味
哀な歌声、首長古人との酒宴 く赤帝を締め トでの商売、 日本人？ 耳目 に、黄河








事変l行 オルドス沙漠、ラクダの群（以 米の収穏と回国風紫→日本音思 聞ける貨梁橋～石鴨 上、平羅県）、砂地と所々の大 長続 →非常な雑踏、 秋

























I共々たる平原、北には陰山、陶 西洋文士の別荘を恩わせる桧山 陸の冷え切った空気、路上包ilJi～ はオルドス沙漠、その担！）を悠々 の谷[I日のラマ寺、夜に家古犬の のる水ll 潟りはみ帰化城 と流れる前i•f、ラクダや羊や潟 邸撃、土を回めた小家が5、 6 なっている、の群 粁（三把樹）→馬の属殺、 E事飼 掘と卵と麹の
食事、裁古人
に間違われる
工芸局→毛 帰化城到着祝、モ草子等の出品 盛鎖より出張 日斡併合と日
俗化城 ラマ捕j はなく実際は の田中佐吉氏、 本知の大洪水を木綿のみ、換 氏と何度も会 る、耳Eの手銭→ 1 雨 1 吊 食 配、雨250 文の相場
班員を縫う古談人古を入気、浪人に駆逐 顔の皮も破れされる詰誌 の惑に思う、 張緩鉄道は んばかりの除
帰化域 高原中の一軒屋と蒙古犬（魁元 チューチア 山嵐、砂jの il:li
～張家 j;(っ白な除111、平J以から山辺へ 図｝、荒原中の一軒家→.！！；$耳で チュアンまで 度－ 14℃（魁
[] （ターユーシユー）、議i!iの草地 煮る（コルスタイ）、議古人女 延ぴる（「建築 元図）、白菜将の意地！！！＼ さと欲の深さ、馬の 列車j を運転） を生で食べる飼料の 1,'i. は栽培（シシャイン （チャオタオル｝グ）
義成洋行の笥 義成f平行と会







































の対面や雨が降らなかったら 2、 3 日で出発して
いたと思われる。
帰化城から張家口の聞では、「地形・自然景観J
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表 3 「晋蒙隊j が関心を抱いた事項（高木 2006 を転載）
地名 地形・自然景観 史跡・仏教寺院 土着文化 外来文化 都市経済 日本人 気象その他
八遼嶺に至る山道、 万墨か・のの鉄）長狼木、級慾主室主）台関化」係跡府鳴の・（（八居寺荒 fに師教範習学柿堂 瓜河「（巣八隊か物違jら嶺に響の寓～異水）め量名→る、に地「楊西至J 北張家京口~ 八途嶺高からは砂擦頂が 逮綴 馬に乗った業古入、 図教営村徒む（茜（土賀耳市古）人の子採）多い原、その上 府関 のを →運送業
から眺める「雲谷j 院ほ 南京虫・揚子 化田府氏｝J ｛宣
と羊群 廃 河る島か幸での強爾






ノルパの峻坂→「登 品こ見ゆテン家なjチ．いンeユ震食荷トイ古生事車）人活良、{ 野莱の 以上 移住支那人による開墾とりつくせばな約く五千尺 マレ 土作 蒙古人の駆逐、キャラパ 子寒差チし気｝先ユい、生イ闘帰（滋」Eのま餅か闘し（、マれいと「レ寒竹見美;, 暖の、の高原際 涯なく ハンノルパと鉄たる鉄古木真真木、 りの の習羊 ン、ローマカトリッタ（ナ張～帰家化口 続くなりJ、－波E状Eの高牧原、 オルドスに眠 俗肉 ( ホーチエンの教語会と白人朔北の野（ 良、荒れ果て 純食む袋倹佐看や生事賞健変街一乳請活賀と・｛織人製でk栂鯵口略品貫家単量産丞誠鍾が属数的者さ中心瓜衣なし｝『心優外にた‘ツの単富着陸 宣教師『ン支氏作部 でのを対地吸話図飲、} 城 草地管、傾斜が非常 カラコルム ルッテ 成に緩慢嵐最な山→変大化牧の 家（ホ古ル人スがタアイヘンン} 車中i自を数度経験ない ）、 「 場鬼」と夜になると狼や 馬 噸週が出そうな山（ホル
スタイン手前） 醜政 の




日以孟陰山より南は 地、の商人に殺虎遥口に至。芭は目 清名を真よ大り寺のアラ事海ビう情、ア・底人商なf命人ど2 ・ 喜鹿工iをま有天業肱〈樟島珊勢す．J人力物貧. も かの都爾多娠砂 緩遼綾（新城。帰化 匝教徒の 街F号、 緩旗途訪を械兵受問と歩新漢殺見るJ繁えに、初及茂「ぶ大平原に五 城より東あ北 5 清と里の 時f人g；庫皆教何とと活な仏くの風概雅略」、 説明してもら 式第一営の帰化城 し樹林散在す 位低にる） 帰化 の教育 けとっ
やがて減壁は 城旧城）の簡単な 宿での交流（天 つある八 議
め楊樹の森暢塔の 紹介 新彊などの乾商人、）隊商が 衛上に雅美なる瑚 J 運んできた葡萄
（入減までの景観） 富の差小さく生活
には便利
帰化包域 緩処「を陰商々山鵠にに々せ散服主在るを大笥すね平るニ原終』i中河 オポ習（慣その形状と巡 英語斯ホと｝支を渥話部（す人ト洋ル服キ姿スのタ土ン耳} 晴北天の時fの絡竜の巻如、き朔」～顕 王昭君と背塚 礼好の ・ j「旅）客には 美ニ人L の従者 （トシ鎖 箇のB標 滴
「を陰右山にをし背左にはし以阿て控玉普
南海子たるべき帰眼化下械の平 （と「包顕銑IJt.を控え には是 「九月とは云へ口
賀喜れ「はF住万福少意ス困民併星ののきのJ天龍大問に不上砂狭あた便漠めいより笠J J積L来る 大是れき甘な城粛た壁のめ回（教「想徒ふに 甘水粛と 外き一はべ日の軍ら棒タ旗Jに、望書「王包頭鎖 オル 黄河の鯉料理と質調 の速に f薬天商津林の君売J の「鎮供の 備ふj ) 依るの貿 得縁勝J 将 下の馬小易（中村を略J司）） る一 の歓迎ずる
川幅
賞i可
帰化線 稀陰山なのる雪」草（景地「代色に時繍、泊fは人畔る畑J) 得『東勝方ロのの山長上城高（〈荒北廃貌｝、 教会ェ在ー日（「デ外プン宣ロ人教テ宣師ス教」タ闘) ン ト 外供「に盛物移給鎮住資すは民るを口 『商ずまて雨っjなの後、たし書の街籍ーも寒~－民老の気府は酒にj、「f模た～府大同 穴居（清潔で住み心の、 あらー大湖 のー帝険を見る J （チ 地よ U ウ師3名 要地とし のもンコリヨウ とともに大関府へ入繊 て早くよ
り発達」
帳「良文J時廟｛代雅らを美しfなき君事風も事俗のと 、 開 会来日経（験のある知府、教極めて雄華大厳寺な城壁、 と奈 堂スウェーデン人宣 塚博訳本士樋工口と学通氏 無礼な知県、歩来隊大同府 上・下 、石窟 させ 教師がバイオリンとハン の歌紙との在寺 る婦人のスタイル） ドオルガンで国歌を波奏）
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